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硫 黄 ．炭 酸塩含有抱体を用 い た 生物的脱窒 ブ ロ セ ス の 開発

（広 大院 ・先端 ・生 命機能 ，
＊新 日鐵化学 （株））　○浅 野勝広 ， 道 免

亜 登夢、 ＊宮永俊明 ，
＊大石　徹 ， 中島田豊 ， 柿薗俊英 ， 西 尾尚道

【目的 】こ れ ま で 従属 栄養細 菌を用 い た脱 窒 系が 盛ん に検討されて きたが
， 有機物

の 少ない 貧栄養 条件で は 従属栄養細 菌が機 能 す る こ とは難 しい ．そ こ で本研 究で は ，

化学合 成独立 栄 養細菌に着 目 し、 電子供与体 と して 硫 黄を、炭素源 と して炭酸カ ル

シ ウ ム を含有 した担体 （SC担体 ）を用 い た連続脱窒 プ ロ セ ス を構 築 し、 その 性能 を

解析 した 。

【方法及 び 結果 】モ デ ル 菌株 と して Thiobacillus　delliti’ificans　DSM807を用 い
，

SC 担体 を添加 し 1g ／L　KNO・を 含む完全 合成培地 に て 嫌気条件 ド、 30℃ 、
　 pH7．0で 同

分培養 した とこ ろ 、400g ／L以 上 の 担体 添加が 有効 で あ っ た 。 次に 、カ ラ ム型 リア ク

ター （0，7L ）に 400gSC 担 体 を充填 し、連続的硝酸除去 を行 っ た とこ ろ、硝酸除去速

度 は最大 28皿g−N／L／d で あ っ た 。 さ らに 、 微 牛物 保持剤と して ロ ッ ク ウー
ル 40g （容

積 300ml）、SC担体 100　g を均
一

に混合 し同様 に連続培養 した とこ ろ 、 硝酸除去速

度は 75mg−N／L／d と 2倍 以 一L とな っ た こ とか ら 、 菌体保持 力の 増 強が 本担体の 脱窒能
力 向 上に 必要で あ る こ とが 示 唆され た。
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　　【目的】幾つ か の 従属栄養性硝化細菌は好気条件下で 脱窒反応 を行 うた め、工 業

的利用 が実現すれ ば、高効率な排水処理 シ ス テム の 構築が 期待で き る。土 壌 よ り

単離 した従属栄養性硝化細菌21株の 性質 を調 べ たと こ ろ、そ れ らの 中に亜硝酸

（NO
、

一
）存在下 の培養 に おい て 、 好気で 窒素ガス （N2） を生成する 菌株 の 存在が

確認 され た
D

。 そ こで 、生成 した窒素ガスが亜硝酸 由来で あ るか確認す る ため 、

溶存酸素量に 着 目 し 、 窒素化含物 の動 態 を経 時 的 に検討す る こ と と した。

【方法及 び結果 】供試菌株 を、窒素同位体
’5N

を含む培地で 振蘯培養 し、生 成す る

気体 をガ ス ク ロ マ トグラフ ィ
ー ・マ スス ペ ク トル 法 （GC ／MS ）によ り経時的 に分

析 、定量 した。併せ て 培地 中の 亜 硝酸態窒素、硝酸態窒 素量 の測定 も行 っ た。そ

の 結果、好気条件 に おい て NO
、
の 減少 と連動 して 亜 酸化窒 素 （N

、
○）、

zgNz

の 生

成が確認された 。
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